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      新宿区立落合第六小学校 

   校園長   加 藤 雄 一 

 

明日へと向かう気持ちを                      

                             校園長 加 藤 雄 一 
 

「一月は行く、二月は逃げる、三月は去る。」とはよく言ったもので、令和４年も早や２ヶ月が過ぎよ 

うとしています。早くも３月。今年度最後の月になりました。１月に発令されたまん延防止等重点措置や、

５週間にわたった新宿区の分散登校。朝の健康観察やオンライン学習と新たな取組もはじめました。うま

くいったこと、まだ課題が残ること等様々ですが、まさに「まなびを止めない」ために進んだ１年間だっ

たように思います。 

３月５日（土）予定のオープンスクール（ＤＡＳＨ ＤＡＳＨ Ｊｒ．発表会）は１７日（木）に延期に 

なってしまいましたが、通常登校開始後、各班とも準備･まとめにラストスパートの日々を送ります。 

 今年度は、夏季･冬季オリンピック･パラリンピックが開催された、珍しい年でもありました。あるメダ

リストが、日々の生活の中で、金メダル獲得のために、競技・練習だけではなく、日常的にもイメージを

膨らませていたそうです。例えば、３つ並んでいたら、必ず真ん中をとったり、真ん中を使ったりする等

（表彰台の真ん中（金）を常に頭の中で想起しているそうです）。 

春、進学･進級を迎える子どもたちが、新しいステップに向かって力強く羽ばたくために、大事なことは、

自分自身の良さを分かり、自分自身に自信をもつことです。言い換えれば、自分を好きと思えること（自

尊感情）が大切になります。人間誰一人として同じ人はいません。私たち大人が、子どもたちの良さを認

め、褒め、自信をもたせること、もっている能力が生かされるように心を配ることが大切です。自尊感情

は、常に意識されているわけではありませんが、人の言動や意識・態度を無意識に方向付けていくもので

す。例年通り進めなかったことが多々ありましたが、「できなかった」ではなく、「ここまでできた」と

いう意識が、今後の子どもたちを成長させていくと信じています。 

 最後になりましたが、地域･保護者の皆様、今年度も様々な教育活動の変化へのご協力･ご対応･ご支援を

いただきまして、誠にありがとうございました。令和４年度もよろしくお願いいたします。 

卒 業 に 向 け て 

３月に入り、今年度も「卒業」が間近に感じられるようになってきました。私が担任として共に過ごし

てきたこの１年間、一人ひとりの子どもたちが成長した姿は、何にも代えがたい喜びです。１２年間、心

を尽くして育ててこられた保護者の皆様の喜びはどれほどのものだろうと思います。 

この最後の１年間は、コロナ禍ではありましたが、開催できたいくつかの行事の中で貴重な経験を積み

ながら、子どもたちと共に成長できた１年間だったと思います。また、どんなに忙しくても、教室に入る

と子どもたちからたくさんのパワーをもらい、毎日楽しく勉強に遊びに取り組むことができました。保護

者の皆様には、いつも温かく見守っていただきましてありがとうございました。 

さて、私が落六小に赴任してきてから４回目の６年担任でした。今年の６年生の子どもたちは、「おち

ろくＤＡＳＨ」で育ってきた集大成のような学年でした。今では自ら学習の問いを立てて探究し、さらに

問いを立て直して学んでいきます。必要な情報を探して取り出したり、自分の考えをまとめてプレゼンし

たりすることができます。ここが本当にすごいです。さらに、上手におちろく班をまとめながらおちろく

ＤＡＳＨのテーマに沿って新しいものを生み出してきました。その成長の陰には、保護者の皆様が、私た

ちの教育活動をいつも温かく見守っていただいていたことに他なりません。感謝の気持ちでいっぱいです。 

４月からあっという間の１年間でした。今までお世話になった方々への感謝の気持ちを忘れずに、また、

立派に卒業していけるように、最後まで子どもたちを応援していきたいと思います。 

６－２ 担任        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事など 

1 火 安全指導 

2 水 委員会 

3 木  

4 金 おちろくＤＡＳＨ⑤⑥＆ Ｊｒ.⑤ 

5 土 土曜授業（５時間）参観なし 

味覚の授業（６） 

6 日  

7 月 振替休業日 

8 火 大掃除週間始  

9 水 クラブ（３年生見学） 

10 木 ノートグランプリ（５・６） 

11 金 おちろくＤＡＳＨ⑤⑥＆ Ｊｒ.⑤ 

12 土  

13 日  

14 月 ６年生を送る会③④ ６年保護者会 

15 火 ６年移動教室代替事業 

16 水 おちろくＤＡＳＨ⑤＆ Ｊｒ.⑤ 準備 

17 木 オープンスクール 

（おちろくＤＡＳＨ ＆ Ｊｒ.発表会）  

18 金 おちろくＤＡＳＨ＆ Ｊｒ. 振り返り 

19 土  

20 日  

21 月 春分の日 

22 火  

23 水 給食終 大掃除週間終 

24 木 修了式 卒業式予行(5,6) 

25 金 卒業式(6) 

26 土 春季休業日始 

27 日  

28 月  

29 火  

30 水  

31 水 ※３月の避難訓練は予告なしで行います。 

３月の生活目標 

１年間をふり返り、 

まとめをしっかりしよう 

 
１年間をふり返って（５年生） 

 
○夢の授業で将来の自分の夢を考えたり、友達の将来の 

夢を聞いたりしたのが楽しかった。とくに、同じ夢を

もっている人を探すのが楽しかった。  （Ｋ・Ｍ） 

 

○おちろくクエストウォークが一番楽しかったです。 

ふだんとは違う全校遠足だったけど、意外と身近に植 

物などがあって、公園めぐりみたいで良かったなと思 

いました。              （Ｓ・Ｒ） 

 

○一番の思い出は、パラリンピックを見に行ったことで 

す。選手のがんばる姿が、すごくかっこいいなと思い 

ました。一生の思い出になるほど楽しかったです。 

                    （Ｗ・Ｓ） 

 

○わたしがうれしかったことは、４年生の時とくらべて 

ケンカをすることが減ったことです。ケンカをすると 

相手や自分が傷つくから、少しでもケンカが減って 

うれしかったです。          （Ａ・Ｒ） 

 

○ぼくが印象に残っているのは体育学習発表会です。 

ソーラン節がおどれたのが良かったです。疲れたけど 

がんばったと思います。        （Ｋ・Ｒ） 

 

○一番印象に残ったのは、学習発表会です。みんなで時 

間をかけて用意して、各学年で見せ合うというところ 

が良かったからです。         （Ｙ・Ｙ） 

 

○女神湖には行けなかったけれど、代わりにバーチャル 

女神湖 secondで充分楽しめたので、自分は５年生の生 

活に満足しています。６年生になっても、こんな風に 

楽しい生活を送りたいです。      （Ｆ・Ｋ） 

 

○私が、一番思い出に残っているのは、学習発表会です。 

本番は、緊張で足が震えたけど、家に帰って動画を見 

た時、あんなに「わたわた」だった私たちが、すっご 

く劇団のように見えて楽しかったです。最後の発表会 

がマジョリンでよかったなと思います。 （Ｆ・Ｔ） 

 

○私が印象に残っている行事は、おちろくカーニバルで 

す。「一輪車を使って、こんなにすごいことができる 

んだ！すごい！」と思いました。私は、一輪車に興味 

はなかったけれど、休み時間にやるようになりました。 

（Ｆ・Ｍ） 

 
      

お 知 ら せ 

３月５日（土）に予定されていたオープンスクール

ですが、分散登校中準備できなかったことを踏まえ、

17 日（木）に延期になりました。内容や参観につきま

しては、別途お知らせいたします。 

令和４年度 第一学期始業式は 

４月６日（水）です。 
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